
事業の成果・今後の展望等

〇液晶モニタ型電子黒板を試験的に導入し、一人一台端末と組み合わせた協働的な学びを実現

　・投影機能に限りがあるプロジェクタと異なり、電子黒板の大型液晶モニタによって児童生徒の多様な意見を

　　瞬時に共有できる

　・教師用端末を接続しなくても電子黒板だけで、インターネットにアクセスしたり資料提示が可能

　・移動式の黒板として活用でき、同時に複数にタッチ（板書）が可能なため、新しい授業形式を展開
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木津川市教育委員会学校教育課（0774－75－1230）

事業名 電子黒板環境整備事業

事業の経過・背景・課題

木津川市では平成２５年度からプロジェクタを導入し授業での活用を図ってきたが、プロジェクタは投影機能に

限りがあるため、児童生徒が協働し、教室内でインタラクティブに意見交流する上で、課題となっている。

　プロジェクタでは実現できなかった、児童生徒が協働し、教室内でインタラクティブに意見を交流する授業や、

一人一台タブレット端末を組み合わせて互いの思考を共有することで、更に新しい学びを生み出す深い学びにつ

ながった。

取組内容 交付実績額： 260 千円

問い合わせ先


